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１．敷砂の品質規格  

インターロッキングブロック舗装の敷砂に求められる性能は以下の通りです。 

（１） 均一に敷きならしができる。 

（２） プレートコンパクター等による転圧が容易にできる。 

（３） 排水性が良い。 

（４） 凍上の影響を受けない。 

（５） 水の影響により性能が大きく変化しない。 

 

これらの性能を満足する敷砂の品質規格を表１に示します。 

 

表１ 敷砂の品質規格 

項目 規格値 

最大粒径 4.75ｍｍ以下 

75μｍふるい通過量 ５％以下 

粗粒率（FM） 1.5～5.5 

細粒化抵抗性 

交通区分 IL３ 

（大型車交通量 100

台/日・方向未満） 

突き固め試験（JIS A 1210突固めによる土の締固め試験

方法）で 67回試験後の 75μｍふるい通過量が試験前に

比べて１％未満であること。 

交通区分 IL４ 

（大型車交通量 100

台 / 日 ・ 方 向以 上

１,000未満） 

突き固め試験（JIS A 1210突固めによる土の締固め試験

方法）で 300 回試験後の 75μｍふるい通過量が試験前

に比べて１％未満であること。 

 

この品質規格の中でも「75μｍふるい通過量が５％以下」であることは、インターロッキングブロック舗

装の耐久性を確保するために非常に重要です。この品質規格が守られていないと、個々のインターロッキン

グブロックが浮き上がり、車が通るとカタカタと音を立てる現象（カタカタ現象）が生じる可能性が高くなり

ます（図１、写真１、写真２）。カタカタ現象は、インターロッキングブロック舗装の不具合の中でも最も多いと

いっていい不具合ですが、この不具合の発生を防止するためには、敷砂の品質規格にしっかりと準拠した

砂を選定することが重要になります。 
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図１ カタカタ現象が発生するメカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      写真１ カタカタ現象の現場事例（１）        写真１ カタカタ現象の現場事例（２） 
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２．敷砂のついての重要な注意事項 

（１）空練りモルタルの使用の禁止 

 インターロッキングブロック舗装の敷砂層として元請け企業から空練りモルタルが支給されることが多く

ありますが、空練りモルタルを敷砂層に使用すると、カタカタ現象をはじめとしたインターロッキングブロッ

ク舗装の不具合が発生する可能性が大きくなります。 

 このため、（社）インターロッキングブロック舗装技術協会では、インターロッキングブロック舗装の敷砂層

として空練りモルタルを使用することを禁止しています。 

（２）再生砂を使用する場合の注意点 

 インターロッキングブロック舗装の敷砂層として元請け企業から再生砂が支給されることが多くあります

が、この仕様については空練りモルタルと同様に、カタカタ現象をはじめとしたインターロッキングブロック

舗装の不具合が発生する可能性がありますので、注意が必要です。 

 再生砂は、表１に示した敷砂の品質規格を満たさない（特に 75μｍふるい通過量と細粒化抵抗性）もの

が多くありますので、使用する場合には必ず品質が規格を満足することを確認した上で使用してください。 

 

３．敷砂の品質規格を確認するための方法 

（１）最大粒径・75μｍふるい通過量・粗粒率（FM） 

 最大粒径・75μｍふるい通過量・粗粒率（FM）を確認するためには、骨材の製造元の企業から骨材試験

成績表を取り寄せてください。この試験成績表にこれらの試験値が記載されています（別添資料１参照）。 

（２）細粒化抵抗性 

 細粒化抵抗性については、土質試験を行っている試験機関に依頼して、突き固め試験（JIS A 1210突固

めによる土の締固め試験方法。交通区分 IL３では６７回突き固め、交通区分 IL４では３００回突き固め）で

試験後の 75μｍふるい通過量が試験前に比べて１％未満であることを確認してください（別添資料２参

照）。 
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別添資料１（骨材試験成績表の一例） 
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別添資料２（細粒化抵抗性試験結果の一例） 

 

１．突き固め前の骨材のふるい分け試験結果 
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２．突き固め後の骨材のふるい分け試験結果 
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３．細粒化抵抗性判定結果 

 

 

細粒化抵抗性判定結果 

７５μｍ以下の微粒分量（％） 
敷砂の細粒 

化抵抗性 

規格 

判定結果 
突き固め前の 

微粒分量（％） 

突き固め後の 

微粒分量（％） 
微粒分量の

増加量（％） 
①  ②  平均 ①  ②  平均 

１．３ １．０ １ ２．５ ２．３ ２ １ 

ふるい通過

量が試験前

に比べて１％

未満であるこ

と。 

１％未満の

ため、合格 

 

 

以上 

 

 


